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徳
地
町
市町村合併かわら版

新市の名称は「山口市」に決定されました！

　新市の事務所の位置選定小委員会については、
平成16年2月18日現在で、10回の小委員会が開
催されています。
　新市の事務所の位置について、どこがふさわ
しいか意見が出され、概ね山口市、防府市、小
郡町が候補として絞られました。
　協議は継続されていますが、小委員会で確認
された候補は、最終的には協議会にて確認され
ることとなります。

■新市の事務所の位置選定小委員会

その13

企画財政課合併推進室　152-1119（有）2352

2月26日（木）に開催された第14回山口県央部合併協
議会において、継続協議事項となっていました「新市の
名称」について協議が行われました。その結果、「山口
市」が新市の名称としてふさわしいという意見が全会一
致で確認されました。

　「新市の名称」については、平成15年12月8日に山口市で開催された第6回新市の名称候
補選定小委員会で、一般公募等を参考に、話し合いにより、吉佐市（きっさし）、西京市（さ
いきょうし）、新山口市（しんやまぐちし）、周防市（すおうし）、山口市（やまぐちし）の5点
の候補に絞込みが行われました。さらに、小委員会が絞り込んだこの5点の候補の中から、
平成16年1月22日に防府市で開催された第13回山口県央部合併協議会において新山口市、
周防市、山口市の3点に絞られ、継続協議となっていました。

新市の名称が決定するまでの流れ

○周防市

○西京市
○吉佐市

○新山口市

○山口市

Ｈ15.12.８
小委員会

○周防市
○新山口市

○山口市

Ｈ16.１.22
協議会

山口市

Ｈ16.２.26
協議会
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固定資産税の縦覧が始まります
縦　覧 　固定資産税について必要な情報を開示し、納税者が他の土地や家屋の価格

との比較を通じて、自己所有の土地や家屋の評価が適正かどうかを判断でき
ます。

閲　覧
　納税義務者が、固定資産税課税台帳のうち、自己所有の資産について、登
録された部分を閲覧できます。
　また、借地人、借家人等（契約書等証明できるものが必要となります。）も
使用・収益する部分の閲覧ができ、固定資産課税台帳登録事項の証明書の交
付申請もできます。

注 出張縦覧当日は、出張地区の役場本庁での縦覧はできません。

◆縦覧できる人
◆縦覧の内容

◆期　　　間

◆場　　　所

固定資産税の納税義務者（本人・納税管理人・同居の親族）
土地価格等縦覧帳簿（所在、地番、地目、地積、価格）
　⇒　土地の納税義務者の方が縦覧できます。
家屋価格等縦覧帳簿（所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格）
　⇒　家屋の納税義務者の方が縦覧できます。
４月１日（木）～４月30日（金）　土・日・祝日を除く
午前８時30分～午後５時15分
町役場税務課
次のとおり行います。
　柚野地区 … 柚野支所 ４月14日（水）午前９時～11時30分
　八坂地区 … 八坂支所 ４月14日（水）午後１時30分～４時
　串　地区 … 串　支所 ４月15日（木）午前９時～11時30分
　島地地区 … 島地支所 ４月15日（木）午後１時30分～４時

１件　200円（ただし、自己所有分は縦覧期間中は無料）
一年中　土・日・祝日・年末年始を除く
午前８時30分～午後５時15分
町役場税務課

◆閲覧手数料
◆期　　　間

◆場　　　所

◆出張縦覧

問い合わせ　税務課課税係　152-1115　（有）2271

～税務課からのお知らせ～

　サラ金業者、クレジット会社、ヤミ金業者等への返済や住宅ローンの返済に困っている方に、
法的手続の紹介等のアドバイスをさせていただきます。
と　き　３月20日（土）午前10時から午後４時まで
相談受付電話番号　10120-003-821
問い合わせ　山口県青年司法書士協議会　クレジット・サラ金問題担当
　　　　　　司法書士　月本信行　10836-37-0160
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昨
年
、
自
治
会
連
合
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
要
望
書
に
対
し
、
二
月
の
自
治
会
長
研
修
会
で

行
っ
た
回
答
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
部
現
時
点
の
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、「
自
治
会
と
し
て
の
要
望
」
へ
の
回
答
は
該
当
自
治
会
長
へ
お
送
り
し
ま
し
た
。

●
要
望
１

　
野
良
犬
・
猫
（
飼
い
犬
・
猫
）

に
よ
る
糞
、
屋
内
侵
入
等
の
被
害

に
大
変
困
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

徳
地
町
に
お
い
て
も
山
口
市
と
同

じ
よ
う
な
「
犬
猫
に
関
す
る
条
例
」

の
施
行
を
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
犬
・
猫
（
ペ
ッ
ト
）
は
私
た
ち

の
心
を
癒
し
豊
か
に
す
る
存
在
と

し
て
多
く
の
人
々
に
飼
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
犬
・
猫
の

糞
等
に
よ
る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
犬
・
猫
（
ペ
ッ
ト
）
は
、
動
物

の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律

及
び
山
口
県
飼
犬
等
取
締
条
例
そ

の
他
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き

飼
養
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
正
し
い
飼
い
方
に
つ
い
て
引

き
続
き
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
現
時
点
で
は
町

独
自
の
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
要
望
２

　
火
葬
場
の
早
期
建
設
を
お
願
い

す
る
。
現
在
、
ど
の
程
度
進
ん
で

い
る
か
説
明
を
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
大
字
野
谷
字
宮
村
に
斎
場
用
地

を
取
得
し
、
平
成
一
六
年
度
中
の

完
成
を
目
指
し
て
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

●
要
望
３

　
町
全
体
と
し
て
下
水
道
の
早
期

整
備
を
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
公
共
水
域
の
水
質
保
全
や
生
活

環
境
改
善
の
た
め
、
平
成
一
〇
年

三
月
に
「
徳
地
町
汚
水
処
理
施
設

整
備
構
想
」
を
策
定
し
、
本
構
想

に
基
づ
き
、
汚
水
処
理
施
設
の
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今

後
も
計
画
的
に
浄
化
槽
整
備
事
業

及
び
下
水
道
整
備
事
業
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
特
に
下
水
道

事
業
の
実
施
に
は
、
処
理
場
の
建

設
に
自
治
会
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
要
望
４

　
県
央
合
併
に
向
け
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
合
併
し
た
際
、
交
通
及

び
行
政
サ
ー
ビ
ス
各
般
に
わ
た
っ

て
、
中
央
と
の
格
差
の
な
い
公
平

な
取
り
扱
い
を
お
願
い
す
る
。

　
ま
た
合
併
後
、
議
員
の
数
は
一

三
〇
人
強
と
聞
い
て
い
る
。
周
南

市
の
例
も
あ
る
が
、
人
件
費
問
題

も
あ
る
し
、
議
場
等
の
集
ま
る
場

所
も
大
変
で
あ
る
。
現
議
員
を
合

併
ま
で
の
任
期
と
し
合
併
と
同
時

に
新
市
に
あ
っ
た
、
旧
市
町
割
で

の
議
員
定
数
選
挙
を
す
る
よ
う
お

願
い
す
る
。

○
回
答

　
山
口
県
央
部
二
市
四
町
（
山
口

市
、
防
府
市
、
徳
地
町
、
小
郡
町
、

秋
穂
町
、
阿
知
須
町
）
の
合
併
に

つ
い
て
は
、
平
成
一
五
年
三
月
八

日
に
法
定
合
併
協
議
会
が
設
置
さ

れ
、
合
併
に
関
す
る
協
議
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
協
議
に
お
い
て
は
、
調
整
の
基

本
的
な
考
え
方
の
一
つ
で
あ
る
「
サ
ー

ビ
ス
水
準
は
高
く
、
負
担
は
低
く
」

の
観
点
か
ら
、
合
併
後
も
地
域
格

差
の
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
続
け

る
た
め
、
各
種
事
務
事
業
に
つ
い

て
協
議
、
調
整
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
ま
た
、
徳
地
町
の
活
性
化
を
促

進
し
、
地
域
の
自
立
を
図
る
た
め
、

平
成
一
五
年
度
に
策
定
し
た
「
徳

地
町
中
核
都
市
建
設
プ
ラ
ン
基
本

計
画
」
（
平
成
一
五
年
一
〇
月
二

〇
日
概
要
版
全
戸
配
布
）
の
将
来

像
で
あ
り
ま
す
「
豊
か
な
自
然
と

里
山
が
調
和
し
た
、
や
す
ら
ぎ
と

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
合
併
に
お
け
る
議
員
定
数
に
つ

い
て
は
、
「
市
町
村
の
合
併
の
特

例
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
設

置
選
挙
・
定
数
特
例
・
在
任
特
例

の
中
か
ら
決
定
さ
れ
ま
す
。
今
後
、

山
口
県
央
部
合
併
協
議
会
に
お
い

て
協
議
、
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

●
要
望
５

　
国
道
三
七
六
号
線
、
上
村
地
区

の
直
線
道
路
を
挟
ん
だ
田
畑
を
利

用
し
て
「
道
の
駅
」
建
設
を
お
願

い
す
る
。

　
ま
た
、
町
お
こ
し
、
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
の
た
め「
重
源
祭（
仮
名
）」

を
企
画
・
開
催
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
現
在
、
本
町
に
お
け
る
特
産
品

の
展
示
・
販
売
施
設
と
し
て
「
高

齢
者
・
若
者
活
性
化
セ
ン
タ
ー
」

（
南
大
門
）が
設
置
さ
れ
、
「
ふ
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る
さ
と
資
源
活
用
協
会
」
に
よ
り

健
全
に
管
理
・
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
と
し
ま
し
て
は
、
新
た
な

同
種
施
設
の
建
設
計
画
は
無
く
、

町
域
の
特
産
品
の
展
示
・
販
売
に

つ
い
て
は
こ
の
施
設
を
活
用
し
展

開
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の

で
ご
理
解
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
な
お
、
小
規
模
の
朝
市
を
開
催

さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、「
特
産
品
販

売
施
設（
ス
ー
パ
ー
ハ
ウ
ス
）
貸
付

（
リ
ー
ス
）
事
業
が
あ
り
ま
す
の

で
経
済
課
・
農
政
係
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　
ま
た
、重
源
の
郷
で
は（
株
）ち
ょ

う
げ
ん
に
よ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
が

企
画
運
営
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

既
存
の
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
を
図
る

こ
と
と
し
、
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
は
予
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
要
望
６

　
堀
か
ら
島
地
に
行
く
道
は
、
国

道
三
七
六
号
線
し
か
な
く
災
害
時

に
迂
回
路
が
な
く
大
変
困
っ
て
い

る
。
現
在
、
下
津
屋
か
ら
下
畑
ま

で
林
道
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら

伏
野
（
川
平
橋
）
に
ぬ
け
る
道
路

の
開
設
を
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
下
津
屋
か
ら
下
畑
ま
で
の
林
道

に
つ
い
て
は
、
受
益
を
受
け
る
山

林
所
有
者
か
ら
の
強
い
要
望
に
よ

り
、
受
益
者
負
担
金
を
徴
収
し
て

林
道
向
原
線
と
し
て
、
平
成
六
・

七
年
度
に
か
け
て
開
設
さ
れ
た
も

の
で
す
。
林
道
は
、
山
林
の
施
業

や
維
持
管
理
ま
た
木
材
の
搬
出
等

に
必
要
な
た
め
に
関
係
者
の
要
望

に
よ
り
計
画
を
し
開
設
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
ご
提
言
の
区
間
に
つ

い
て
は
、
山
林
所
有
者
か
ら
の
具

体
的
な
要
望
等
も
な
い
こ
と
か
ら

新
規
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
受
益
者
負
担
を
と
も
な

わ
な
い
公
共
事
業
（
道
路
開
設
）

で
の
計
画
に
つ
い
て
も
投
資
的
効

果
等
か
ら
財
源
的
に
も
極
め
て
困

難
で
す
。

【
出
雲
地
区
】

●
要
望
１

　
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て

㈰
町
指
定
の
収
集
袋
で
の
排
出
徹

底
を
お
願
い
す
る
。

㈪
資
源
ご
み
収
集
場
所
へ
の
啓
発

看
板
等
の
設
置
を
行
い
、
資
源
ご

み
の
収
集
徹
底
を
お
願
い
す
る
。

㈫
違
反
ゴ
ミ
の
排
出
に
は
、
啓

発
シ
ー
ル
等
を
貼
り
違
反
ゴ
ミ
の

撲
滅
を
お
願
い
す
る
。

㈬
年
二
回
の
大
型
ゴ
ミ
の
収
集
は
、

有
料
シ
ー
ル
の
取
り
扱
う
所
を
増

や
す
よ
う
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
㈰
、
㈪
及
び
㈫
に
つ
い
て
は
、

毎
年
度
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま

す
冊
子
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
」
や
、
個
別
自
治
会
へ
の

啓
発
等
に
よ
り
排
出
ル
ー
ル
の
徹

底
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
に
お
か
れ
て
も

集
会
時
等
に
こ
の
内
容
に
つ
き
ま

し
て
皆
様
に
周
知
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
㈬
に
つ
い
て
は
、
有
料
シ
ー
ル

（
粗
大
ご
み
処
理
券
）
を
役
場
本

庁
・
支
所
以
外
で
も
取
り
扱
え
る

よ
う
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

●
要
望
２

　
岸
見
地
区
六
部
落
の
中
で
西
大

津
部
落
が
大
字
伊
賀
地
西
大
津
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
合
併
と
同

時
に
大
字
岸
見
西
大
津
と
地
名
変

更
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
法
的
に
は
可
能
で
す
。た
だ
し
、

地
元
の
総
意
で
あ
る
こ
と
と
ご
本

人
の
申
請
が
必
要
な
諸
手
続
き
が

生
じ
ま
す
。

●
要
望
３

　
各
自
治
会
集
会
所
整
備
補
助
金

を
増
額
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
合
併
を
ひ
か
え
、
近
隣
の
市
町

と
の
調
整
も
行
い
つ
つ
、
前
向
き

に
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
要
望
４

　
出
雲
地
区
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
設
置
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

（
旧
学
校
敷
地
の
利
用
も
考
え
ら

れ
る
）

○
回
答

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
現

在
、
介
護
認
定
に
お
い
て
要
介
護

と
認
定
さ
れ
、
入
所
検
討
委
員
会

に
お
い
て
入
所
に
よ
る
介
護
が
必

要
と
さ
れ
た
人
が
入
所
し
介
護
を

受
け
る
施
設
で
す
。
介
護
に
要
す

る
費
用
は
、
介
護
保
険
（
四
〇
歳

以
上
町
民
が
支
払
う
介
護
保
険
料

と
国
・
県
の
補
助
金
及
び
町
費
で

ま
か
な
う
）
よ
り
九
割
分
が
給
付

さ
れ
、
一
割
が
自
己
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
施
設

の
建
設
費
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
以

上
に
長
期
に
わ
た
る
介
護
に
要
す

る
費
用
の
捻
出
が
大
き
な
問
題
と

な
る
こ
と
か
ら
、
国
・
県
・
医
療

圏
ご
と
に
計
画
的
に
実
施
さ
れ
て

お
り
、
町
独
自
で
の
設
置
は
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
（
一
八
年
度
以
降
）
の
計

画
に
お
い
て
、
町
と
し
て
は
、
と

く
ぢ
苑
の
増
床
を
県
に
提
出
す
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
要
望

の
出
雲
地
区
へ
の
新
た
な
設
置
は

難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
島
地
地
区
】

●
要
望
５

　
米
光
の
周
南
市
火
葬
場
利
用
に

対
す
る
便
宜
を
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
他
自
治
体
の
火
葬
場
利
用
に
際

し
て
の
便
宜
は
困
難
と
考
え
て
い

ま
す
。

●
要
望
６

　
大
字
上
村
地
区
の
新
南
陽
北
部

下
水
処
理
施
設
利
用
に
対
す
る
便

宜
を
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
下
水
処
理
施
設
の
建
設
に
あ
た
っ

て
は
、
そ
の
施
設
の
処
理
能
力
や

処
理
区
域
等
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
行
政
区
域
も
違
う
た
め
、
今

後
上
村
地
区
の
下
水
道
整
備
計
画
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を
策
定
す
る
中
で
の
、
検
討
課
題

と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

●
要
望
７

　
県
道
湯
野
山
畑
線
の
改
良
促
進

を
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
県
土
木
へ
要
望
し
て
い
ま
す
。

平
成
一
六
年
度
も
引
き
続
き
予
算

要
望
を
行
い
実
施
す
る
予
定
と
の

こ
と
で
す
。

●
要
望
８

　
中
畑
〜
伏
野
間
の
歩
道
の
設
置

を
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
県
土
木
へ
要
望
し
て
い
ま
す
。

平
成
一
六
年
度
予
算
要
望
を
行
い
、

当
面
県
単
独
費
で
現
地
調
査
を
実

施
し
併
せ
て
関
係
者
と
協
議
を
進

め
て
行
く
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

【
八
坂
地
区
】

●
要
望
９

　
八
坂
公
民
館
の
便
所
改
良
に
つ

い
て
、
当
館
の
便
器
は
和
式
で
あ

り
、
高
齢
者
に
は
非
常
に
利
用
し

難
い
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
る
。

そ
こ
で
、
洋
式
暖
房
便
座
へ
の
改

良
を
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
男
子
・
女
子
ト
イ
レ
と
も
一
部

を
洋
式
便
器
に
改
修
し
ま
す
。
た

だ
し
、
暖
房
便
座
の
設
置
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

●
要
望
10

　
八
坂
公
民
館
の
井
戸
改
良
に
つ

い
て
、
八
坂
公
民
館
の
井
戸
水
は

過
去
、
水
質
検
査
の
結
果
、
「
飲

用
不
適
」
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
当
館
は
、
各
種
催
事
が
頻

繁
に
行
わ
れ
、
井
戸
水
を
地
区
住

民
が
多
数
利
用
し
、
食
事
会
等
も

行
わ
れ
て
い
る
。
井
戸
は
10
メ
ー

ト
ル
程
度
と
浅
く
、
最
近
の
地
下

水
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
か
な
り

浅
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

益
々
水
質
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る

の
で
、
深
井
戸
に
改
良
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
八
坂
公
民
館
新
築
の
翌
年
に
給

水
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
を
実
施
し
て

お
り
、
毎
年
水
質
検
査
を
実
施
し

「
飲
用
適
」
で
す
。

●
要
望
11

県
道
山
口
鹿
野
線
（
二
六
号
）
の

拡
幅
及
び
冬
季
日
光
の
陰
に
な
る

沿
線
沿
い
の
陰
切
り
等
環
境
整
備

を
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
県
土
木
へ
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

未
改
良
区
間
の
早
期
整
備
に
つ
い

て
は
現
状
困
難
で
あ
る
が
、
交
通

障
害
箇
所
等
に
つ
い
て
は
関
係
者

と
協
議
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
環
境
整
備
と
し
て
の
陰

切
り
に
つ
い
て
は
現
地
調
査
を
行

い
予
算
の
範
囲
で
実
施
す
る
予
定

と
の
こ
と
で
し
た
。

●
要
望
12

　
八
坂
公
民
館
に
、
土
・
日
・
休

日
等
役
場
が
休
み
の
時
に
で
も
使

用
で
き
る
公
衆
便
所
を
設
置
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
八
坂
地
域
拠
点
整
備
事
業
の
な

か
で
、
公
衆
便
所
等
の
整
備
を
検

討
し
ま
す
。

●
要
望
13

　
三
谷
小
学
校
跡
地
に
地
区
交
流

施
設
を
建
築
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
用

途
に
使
用
で
き
る
よ
う
な
環
境
整

備
を
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
地
元
自
治
会
等
と
の
協
議
を
ふ

ま
え
て
、
現
在
、
三
谷
交
流
セ
ン

タ
ー
を
建
設
中
で
す
。

【
串
地
区
】

●
要
望
14

　
串
地
区
の
良
質
米
の
生
産
確
保

と
販
売
ル
ー
ト
の
育
成
を
お
願
い

す
る
。

○
回
答

　
平
成
一
六
年
度
よ
り
「
米
政
策

改
革
大
綱
」
が
ス
タ
ー
ト
の
運
び

と
な
り
、
売
れ
る
米
作
り
に
向
け

た
生
産
体
制
の
確
立
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
化
学

合
成
資
材
を
使
用
し
な
い
栽
培
方

法
・
エ
コ
農
法
栽
培
・
直
播
栽
培

等
付
加
価
値
化
に
取
り
組
み
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
良
質
米
に
よ

る
売
れ
る
米
作
り
を
支
援
し
、
販

路
拡
大
を
目
指
し
て
い
く
計
画
で

す
。

●
要
望
15

　
県
道
九
号
線
の
う
ち
、
大
字
山

畑
〜
元
折
及
び
上
角
〜
周
南
市
鹿

野
の
間
の
未
改
良
区
間
の
早
期
改

良
を
お
願
い
す
る
。
特
に
徳
地
・

周
南
市
徳
山
を
結
ぶ
主
要
道
路
で

あ
り
、
中
国
縦
貫
道
の
徳
地
・
鹿

野
イ
ン
タ
ー
間
の
唯
一
の
迂
回
道

路
と
し
て
の
必
要
性
も
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
是
非
、
早
急
に
着

工
で
き
る
よ
う
強
く
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
県
道
徳
山
徳
地
線
の
改
良
要
望

は
県
へ
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
回

答
と
し
て
は
、
同
路
線
の
山
畑
〜

元
折
間
に
つ
い
て
は
交
通
量
か
ら

判
断
し
て
現
状
で
は
二
車
線
で
の

拡
幅
改
良
は
困
難
で
あ
る
が
、
平

成
一
六
年
度
予
算
要
望
を
行
い
現

地
調
査
及
び
関
係
者
と
の
協
議
を

実
施
し
、
当
面
待
避
所
等
の
設
置

を
行
う
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

●
要
望
16

　
町
道
白
井
道
の
松
田
美
佐
夫
氏

宅
入
り
口
よ
り
約
四
〇
メ
ー
ト
ル

上
が
っ
た
右
側
路
面
が
、
二
〇
メ
ー

ト
ル
位
陥
没
し
て
危
険
で
あ
る
。

早
急
に
補
修
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

す
る
。

　
な
お
、
同
道
路
終
点
よ
り
三
〇

メ
ー
ト
ル
下
が
っ
た
所
の
川
岸
が

崩
れ
舗
装
の
一
部
も
崩
落
し
て
お

り
、
極
め
て
危
険
で
あ
り
、
護
岸

工
事
を
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
町
道
上
角
北
線
の
路
面
補
修
に

つ
い
て
は
、
町
道
奥
の
林
道
工
事

完
了
後
一
六
年
度
予
算
で
実
施
す

る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
道

台
兼
用
区
間
の
護
岸
に
つ
い
て
は

災
害
復
旧
申
請
で
対
応
す
る
予
定

で
す
。

●
要
望
17

　
最
近
交
通
量
が
多
く
な
っ
て
き

た
県
道
九
号
線
、
上
角
か
ら
周
南
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市
鹿
野
赤
山
ま
で
全
面
改
良
工
事

を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、
観
光
開

発
ル
ー
ト
と
な
る
。

○
回
答

　
県
道
徳
山
徳
地
線
の
改
良
要
望

は
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。
交
通

量
等
か
ら
全
面
二
車
線
改
良
は
困

難
で
す
が
、
今
後
、
現
地
調
査
及

び
関
係
者
と
の
協
議
を
実
施
し
、

集
落
内
に
つ
い
て
は
、
要
望
に
添

う
よ
う
予
算
要
望
を
行
っ
て
い
く

予
定
と
の
こ
と
で
す
。

●
要
望
18

　
県
道
徳
山
徳
地
線
の
大
字
串
字

下
串
か
ら
大
字
山
畑
字
大
野
ま
で

の
間
、
山
側
よ
り
草
木
が
道
路
上

に
数
ヶ
所
垂
れ
下
が
っ
て
見
通
し

が
悪
く
交
通
上
支
障
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
早
急
に
除
去
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
県
土
木
へ
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

要
望
箇
所
の
雑
木
除
去
等
は
予
算

の
範
囲
内
で
実
施
す
る
予
定
に
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

●
要
望
19

　
西
ケ
浴
林
道
は
水
は
け
が
悪
く

再
度
修
理
し
て
も
良
く
な
ら
な
い
。

保
全
の
た
め
坂
の
と
こ
ろ
に
ス
テ

コ
ン
を
打
つ
よ
う
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
工
法
等
、
現
地
調
査
の
上
対
応

し
ま
す
。

【
柚
野
地
区
】

●
要
望
20

　
一
般
県
道
柿
木
山
口
線
早
期
改

良
整
備
に
つ
い
て
お
願
い
す
る
。

　
全
線
に
つ
い
て
拡
張
整
備
を
お

願
い
す
る
。
特
に
柚
野
公
民
館
野

谷
分
館
か
ら
野
谷
峠
区
間
の
早
期

改
良
を
お
願
い
す
る
。
こ
こ
は
、

道
路
幅
員
が
狭
く
カ
ー
ブ
の
た
め
、

大
変
危
険
で
あ
る
。
し
か
も
柚
野

地
区
は
、
積
雪
も
多
く
冬
期
は
実

質
幅
員
よ
り
か
な
り
狭
く
な
り
、

更
に
離
合
が
困
難
な
状
況
と
な
る
。

こ
の
区
間
は
山
口
方
面
へ
の
最
短

距
離
の
利
便
ル
ー
ト
で
あ
る
。

○
回
答

　
県
土
木
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

一
般
県
道
柿
木
山
口
線
の
未
改
良

区
間
（
野
谷
工
区
）
に
つ
い
て
は
、

早
期
に
整
備
す
る
こ
と
は
現
状
で

は
困
難
で
す
が
、
平
成
一
六
年
度

予
算
要
望
を
行
い
、
現
地
調
査
及

び
関
係
者
と
の
協
議
を
実
施
し
待

避
所
の
設
置
を
行
う
予
定
に
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

●
要
望
21

　
一
般
県
道
柿
木
山
口
線
維
持
管

理
草
刈
を
お
願
い
す
る
。

　
雨
期
を
通
し
て
草
が
繁
茂
し
、

車
道
部
分
に
出
る
た
め
幅
員
を
狭

く
見
せ
危
険
な
状
況
と
な
る
た
め
、

全
線
に
つ
い
て
年
間
二
回
の
草
刈

を
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
県
土
木
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

要
望
箇
所
の
草
刈
等
は
予
算
の
範

囲
内
で
実
施
す
る
予
定
と
の
こ
と

で
す
。

●
要
望
22

　
町
の
検
診
（
総
合
検
診
）
に
つ

い
て
、
従
来
ど
お
り
柚
野
地
区
で

の
実
施
を
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
総
合
検
診
は
、
半
日
程
度
で
す

べ
て
の
検
診
が
受
け
ら
れ
る
体
制

を
整
え
、
仕
事
を
休
み
に
く
い
壮

年
期
の
方
も
受
診
し
や
す
い
よ
う

考
慮
し
た
も
の
で
す
。

　
実
施
に
あ
た
っ
て
は
十
分
な
駐

車
ス
ペ
ー
ス
と
、
安
全
と
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
確
保
で
き
る
会
場
が
必

要
で
す
。
そ
の
上
で
採
算
性
、
効

率
性
の
良
い
検
診
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
串
地
区

と
柚
野
地
区
で
の
実
施
は
難
し

く
、
八
坂
公
民
館
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
送
迎
し
て
の
実
施
も
や
む

を
得
な
い
状
況
で
す
。
今
後
も
、

受
診
者
の
利
便
等
を
十
分
考
慮
し

た
送
迎
等
に
心
が
け
、
総
合
検
診

を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
要
望
23

　
大
原
湖
畔
一
帯
概
ね
一
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
は
、
民
家
も
な
く
道
路

事
情
が
極
め
て
悪
く
危
険
な
区
間

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
切
の

携
帯
電
話
送
受
信
が
で
き
な
い
状

態
で
あ
る
。
携
帯
電
話
の
通
話
が

で
き
る
よ
う
ア
ン
テ
ナ
建
立
を
お

願
い
す
る
。
ま
た
、
業
者
に
町
か

ら
建
立
の
依
頼
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
業
者
に
地
元
の
要
望
と
い
う
こ

と
で
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

●
要
望
24

　
野
猿
の
被
害
防
止
に
防
護
ネ
ッ

ト
設
置
等
の
援
助
を
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
現
在
、
要
望
の
野
猿
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
「
有
害
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
事
業
」
を
制
定
し
援
助
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
支
援
の
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
集
落
組
織
・
営

農
団
体
等
に
対
し
、
農
作
物
を
野

猿
等
の
被
害
か
ら
防
止
す
る
た
め

に
設
置
す
る
防
護
柵
で
あ
る
こ
と
。

防
護
柵
設
置
に
よ
る
受
益
面
積
は

概
ね
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
る

こ
と
を
事
業
実
施
基
準
と
し
、
一

〇
〇
分
の
九
〇
以
内
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
経
済
課
農
政
係
に
ご
連
絡
下
さ

い
。

●
要
望
25

　
旧
柚
野
小
学
校
跡
地
を
利
用
し

て
高
齢
者
の
集
合
す
る
施
設
建
設

を
お
願
い
す
る
。

○
回
答

　
現
在
、
「
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
計
画
」
に
お
い

て
、
旧
柚
野
小
学
校
跡
地
周
辺
を

視
野
に
い
れ
た
事
業
と
し
て
、
「
森

の
駅
整
備
事
業
」
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
「
地
域

資
源
を
生
か
し
、
滑
国
有
林
へ
の

散
策
道
の
整
備
や
観
光
で
訪
れ
る

方
と
の
交
流
が
出
来
る
施
設
の
整

備
や
、
地
域
の
住
民
が
い
つ
で
も

集
え
る
集
会
施
設
を
整
備
し
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
。
」
こ
と
と
し
て
お

り
、
ご
要
望
の
趣
旨
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
今
後
こ
の
事
業
の
具
体
的

展
開
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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とくぢすくすくプラン㉀
　今回は、とくぢすくすくプランの取り組みの様子を紹介します。
　平成15年度から、とくぢすくすくプランの具体的な取り組みを考えるために「とくぢす
くすくプラン推進委員会」を立ち上げ、子育て中の人と支援の立場の人（15名の推進委員）
で話し合いを進めてきました。
　親と子のいきいきと楽しい暮らしをめざして、委員会では「地域の子育て支援や環境づ
くり」を中心に話し合いがすすめられ「親子で集まって楽しめる場」や「親子が地域の人
と出会い、交流する場」の必要性が話し合われました。

〈とくぢすくすくプランの内容〉

○夫婦が子育てについて共通
　認識を持つ
○家族が夫婦の子育てを理解
　し協力する

○子どもが社会性や健康的な
　生活習慣を身につける
○子どもが安心してのびのび
　遊びいろいろな体験をする

○地域が子育てを応援する
○子育ての仲間がいる
○子育ての不安や困りごとが
　軽減できる

夫婦や家族のこと 子ども自身のこと 地域の子育て支援や
環境づくり

親と子のいきいきと楽しい暮らし

元気・健やかで、思いやりのある子が育つ
夫婦で協力し、楽しくゆとりある子育てができる

〈めざす姿〉

〈めざす目標〉

〈実現するために必要なこと〉

〈ご意見・問い合わせ〉
とくぢすくすくプラン推進委員会事務局（徳地町健康福祉課）152-1114（有）2345
メールアドレス：kenkou＠town.tokuji.yamaguchi.jp

　そこで、親子が集い、交流する場として「子育て支援センター」を活用していただける
よう、ＰＲを兼ねて「子育て支援センターオープニングイベント」を開催しようというこ
とになりました。（詳細は次ページ参照）
　現在、子どもも大人もみんなで楽しめるイベントにしようと準備をすすめているところ
です。みなさんのご参加をお待ちしています。
　これまで、７回にわたって「とくぢすくすくプラン」を紹介してきました。これからも
みんなが子育てに関心をもち、地域みんなで応援していけるといいですね。
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３月 14日 緑町三祐病院（緑町） 122-3145
　　 20日 桑 陽 病 院（車塚町）123-1781
　　 21日 秋 本 医 院（石が口）122-5152
　　 28日 岡 村 医 院（田島） 122-5756
４月 ４日 木村整形外科（岸津） 138-1181

防府休日診療所124-4172

緑町三祐病院（緑町） 122-3145
三田尻病院（お茶屋町） 122-1110
松本外科病院（天神） 122-1409
防府胃腸病院（駅南町）122-3339
桑 陽 病 院（車塚町）123-1781

病院名（場所）電話番号 開 設 日
11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
3/

4/

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
談
を
紹
介
し
ま
す
。

　
き
っ
か
け
は
、
「
人
間
ド
ッ

ク
で
、
一
度
糖
尿
の
検
査
を

受
け
た
ら
…
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
、
少
々
高
め
の
血
圧
、

一
日
一
万
歩
の
運
動
不
足
解

消
策
等
々
、
成
人
病
予
防
で
し
ょ
う
か
。

　
約
四
キ
ロ
を
四
十
分
少
々
で
歩
い
て
い
ま
す
。

歩
幅
、
足
の
運
び
、
腕
の
振
り
、
目
線
等
本
に

は
書
い
て
あ
り
ま
す
。
気
を
つ
け
て
は
い
ま
す
が
、

周
り
に
気
を
と
ら
れ
い
つ
の
間
に
か
自
然
体
。

　

最
初
は
家
内
と
歩
い
て
い
ま
し
た
が
、
時
間

が
合
わ
な
く
な
り
、
今
は
土
日
等
を
除
い
て
一

人
で
す
。
毎
日
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
雨

の
時
、
帰
宅
の
遅
い
時
は
休
み
、
気
楽
に
や
っ

て
い
ま
す
。
成
果
な
の
か
ど
う
か
、
体
重
は
六

十
七
O
、体
脂
肪
は
十
七
・
五
％
で
ほ
ぼ
一
定
。

　
萩
往
還
へ
の
参
加
、
一
昨
年
辺
り
か
ら
年
三
、

四
度
誘
わ
れ
る
山
歩
き
等
が
楽
し
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

☆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
談
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

　

52-

１
１
１
４
（
有
）２
３
４
５

 

1 “

„

子育て支援センターを知ろう！みんなおいでよ！

と　き　４月10日（土）13時30分～15時30分
ところ　堀保育所・子育て支援センター
主　催　とくぢすくすくプラン推進委員会・堀保育所
問い合わせ　とくぢすくすくプラン推進委員会事務局
　　　　　　152-1114（有）2345

堀中学校

ゲートボール場

役場 徳地交番

堀郵便局

堀
保
育
所

子育て支援
センター 八坂

島地防府

駐車場

489

　みなさんに４月オープンの子育て支援センターをお披
露目するオープニングイベントを開催します。
　みなさんのお越しをお待ちしています。

（健康福祉課）
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金本昴ちゃん
㈰島地　㈪金本和行
㈫「歯みがきしよっか」と言う
と口を押さえて走って逃げて行
くあなた！はみがきパトロール
隊さ～ん、家にもパトロールに
来てください。

きんもとあきら

小林健人ちゃん
㈰堀　㈪小林洋二
㈫生まれた時から下前歯が２本
あり「むし歯になるのも早いか
な？」と思っていましたが「ジュー
スよりお茶、食後にいちご」に
していました。これからも虫歯
ゼロでいこうね。

こばやし　けんと

宇佐川賢人ちゃん
㈰上村　㈪宇佐川満
㈫歯みがきも嫌がらず、上手に
よく磨きます。これからもよい
歯を大切にがんばってね。

う　 さ　がわ　けんと

柏村優斗ちゃん
㈰引谷　㈪柏村典成
㈫むし歯なかったよ！今回は…。
歯医者さんに磨き残しがあると
指摘され、磨き方を改善しまし
た。飴が好きな子なので気をつ
けなければ。

かしわむらゆう と

田中美乃里ちゃん
㈰八坂　㈪田中滋
㈫甘いものは大好きですが歯み
がきも好きで、特に寝る前は欠
かしません。「お口のバイキンマ
ンをやっつけよう」の一言で楽
しそうに歯みがきをしています。

たなか　　み　の　 り

原久留美ちゃん
㈰八坂　㈪原真也
㈫歯みがきは大好きで毎日やっ
ていますが、仕上げみがきは嫌
いで毎日機嫌をとりながら磨い
ています。虫歯ができないよう
に心がけたいです。

はら く　る　 み

　１月22日に行われた３歳児健康診査で、むし歯のなかった
お子さんを紹介します。
　㈰住所　　㈪保護者名　　㈫コメント

大谷美結ちゃん
㈰堀　㈪大谷康彦
㈫甘いものが大好きなのでとて
も心配していました。これから
もしっかり歯みがきを頑張って
やろうね！

おおたに　み　ゆ

林岳登ちゃん
㈰伊賀地　㈪林智貴
㈫乗り物が大好きです。これか
らも歯みがき頑張ります。この
まま元気で優しい子に育ってね。

はやし がくと
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◆助成範囲◆
　通院、入院、歯科について、医療保険の自己負担額を助成
　します。

◆対 象 者◆
　㈰小学校就学前児（平成16年４月１日改正）
　㈪市町村民税所得割（父母の合算）が82,300円以下の世帯。

　医療保険の自己負担額を助成する「乳幼児医療費助成制度」について、通院の対象年齢を
平成16年４月１日より、５歳未満から小学校就学前へ拡大します。
　なお、今回の改正により入院、通院、歯科の対象年齢が全て小学校就学前児となりますが、
他の制度内容については、これまでどおり変更ありません。

申請・問い合わせ　健康福祉課福祉係　152-1121（有）2341

◆申請方法◆
㈰新たに「福祉医療費受給者証（乳幼児）」の交付を申請される方は、健康福祉課福祉係に
　健康保険証と印鑑を持参して申請してください。
㈪今回新たに通院医療の該当になる年齢の方で、既に「福祉医療費受給者証（乳幼児）」（入院
　及び歯科専用も含みます。）の交付を受けている方は、手続きの必要はありません。新し
　い受給者証が送付されます。

8020推進運動「よい歯の高齢者」募集
　80歳になっても自分の歯を20本以上保とうという8020（ハチマル　ニイマル）運動表彰
事業の一環として、よい歯の高齢者を募集します。

対 象 者 　満80歳以上で自分の歯が20本以上残っている人。
　　　　　（治療をしている歯でも自分の歯であれば対象となります。）
選考方法　申し込み受付後、簡単な歯科検診を行います。
応募締切　随時受け付けています。
応 募 先（社）山口県歯科医師会　1083-928-8020

　検察審査会は、不起訴処分に納得できないあなたのための制度です。
　交通事故・詐欺・傷害事件などの犯罪の被害にあった人や犯罪を告訴・告発した人から検
察官の不起訴処分を不服として、検察審査会に申立てがあったときに事件を審査します。
　お問い合わせや審査の申立てについて、秘密は堅く守られ、費用は無料です。
☆詳しくはお問い合わせ下さい。
問い合わせ　山口市駅通り1-6-1　山口地方裁判所内　
　　　　　　山口検察審査会事務局　1083-922-1330
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心
の
教
育
と
家
庭
教
育

　
文
部
科
学
省
は
、
青
少
年
の
犯

罪
の
増
加
と
低
年
齢
化
を
問
題
視

し
、
国
を
挙
げ
て
子
ど
も
た
ち
の

心
の
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、

家
庭
教
育
の
一
層
の
強
化
を
求
め

て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
人
生
の
前
半
は
、

親
の
責
任
で
あ
る
。
」
と
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
親
は
子
育
て
に

つ
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
月
は
家
庭
教
育
に

し
ぼ
っ
て
、
親
が
子
ど
も
へ
具
体

的
に
ど
ん
な
役
割
を
果
た
す
べ
き

か
に
つ
い
て
、
述
べ
て
み
ま
す
。

㈰
子
ど
も
の
傾
向

○
計
画
的
行
動・生
活
が
で
き
な
い
。

○
体
力
が
不
足
し
、
運
動
能
力
に

　
劣
る
。

○
我
慢
す
る
力
が
不
足
し
て
い
る
。

○
心
の
抑
制
が
き
か
な
い
。

○
衝
動
的
、
攻
撃
的
で
あ
る
。

○
集
中
力
に
欠
け
る
。

○
孤
独
に
弱
く
、
群
れ
る
傾
向
が

　
あ
る
。

㈪
家
庭
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
こ
と

ま
ず
、家
庭
の
役
割
を
問
い
直
そ
う
。

○
親
は
、
家
庭
の
最
高
責
任
者
で

　
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
よ
う
。

○
意
識
的
に
明
る
い
家
庭
を
つ
く

　
る
よ
う
に
努
め
よ
う
。

○
子
育
て
は
、
父
母
一
致
協
力
し

　
て
行
お
う
。

○
親
子
の
会
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

　
ル
を
増
や
す
よ
う
に
し
よ
う
。

○
過
保
護
（
甘
や
か
し
）
は
や
め

　
よ
う
。

○
過
干
渉
は
、ほ
ど
ほ
ど
に
し
よ
う
。

○
発
言
力
の
あ
る
親
に
な
る
よ
う

　
自
ら
を
律
し
、
子
ど
も
の
模
範

　
と
な
る
よ
う
な
行
動
を
し
よ
う
。

次
に
、
叱
る
こ
と
を
恐
れ
な
い
よ

う
に
し
よ
う
。

○
悪
い
こ
と
は
明
確
に
、
し
か
も

　
そ
の
場
で
指
導
し
よ
う
。

○
良
い
こ
と
を
し
た
と
き
に
は
、

　
し
っ
か
り
ほ
め
よ
う
。

○
モ
ラ
ル
、
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り

　
教
え
よ
う
。

○
子
ど
も
に
応
じ
て
自
分
の
こ
と

　
は
自
分
で
さ
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
。

○
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
た
せ

　
る
よ
う
に
し
よ
う
。

○
テ
レ
ビ
、
ゲ
ー
ム
に
つ
か
ら
せ

　
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

○
携
帯
電
話
の
利
用
に
も
注
意
を

　
払
お
う
。

三
番
目
に
、
自
然
や
環
境
に
も
関

心
を
持
た
せ
よ
う
。

○
自
然
（
命
）
を
大
切
に
す
る
心

　
を
育
て
る
よ
う
に
し
よ
う
。

○
資
源（
水
等
）の
大
切
さ
に
、
目

　
を
向
け
さ
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
。

○
学
用
品
等
、
物
を
丁
寧
に
扱
う

　
よ
う
に
さ
せ
よ
う
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
を
育
て
よ
う
。

四
番
目
に
日
々
の
生
活
の
見
直
し

を
さ
せ
よ
う
。

○
正
し
い
言
葉
遣
い
を
身
に
付
け

　
さ
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
。

○
姿
勢
、
服
装
等
に
気
を
配
る
よ

　
う
に
し
よ
う
。

○
自
然
の
中
の
遊
び
や
友
人
同
士

　
の
遊
び
を
さ
せ
よ
う
。

○
体
験
（
手
伝
い
を
含
む
。
）
を

　
さ
せ
よ
う
。

○
食
事
の
大
切
さ
を
教
え
よ
う
。

○
健
康
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
機

　
会
を
つ
く
ろ
う
。

○
睡
眠
を
十
分
と
ら
せ
る
生
活
を

　
さ
せ
よ
う
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
行
事
へ
、

　
積
極
的
に
参
加
さ
せ
よ
う
。

五
番
目
に
、
将
来
へ
の
準
備
を
さ

せ
よ
う
。

○
ま
ず
、
将
来
の
夢
、
希
望
を
持

　
た
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
。
　

○
そ
の
た
め
に
は
、
何
を
す
べ
き

　
か
を
考
え
さ
せ
よ
う
。

○
何
よ
り
も
読
書
、
勉
強
の
習
慣

　
を
つ
け
さ
せ
よ
う
。

○
三
つ
の
力
（
学
力
、
体
力
、
人

　
間
性
）
が
大
切
で
あ
る
こ
と
に

　
気
づ
か
せ
よ
う
。

○
子
ど
も
の
得
意
分
野
を
磨
く
よ

　
う
に
さ
せ
よ
う
。

　
以
上
、
こ
ま
ご
ま
と
述
べ
て
き

ま
し
た
が
、
社
会
の
変
化
は
目
ま

ぐ
る
し
く
価
値
観
も
ま
す
ま
す
多

様
化
す
る
中
、
親
は
や
や
も
す
る

と
自
信
を
失
い
そ
う
に
な
っ
て
い

る
の
も
事
実
で
す
が
、
子
ど
も
の

教
育
に
つ
い
て
、
信
念
を
も
っ
て

指
導
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

キンボール教室参加者募集
　キンボールとは、直径122Bのボールを
「サーブ」や「レシーブ」等を繰り返して
得点を競うニュースポーツです。参加費無
料ですので、奮ってご参加ください。

と　き　３月14日（日）13時～17時
ところ　町民体育館
対　象　18歳以上　１名から参加可能
申し込み期限　３月11日（木）
申し込み・問い合わせ
　社会教育課152-0217（有）2281
※当日は、必ず屋内専用シューズを持参して、
　運動のできる服装でご参加してください。
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時
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新刊到着
ジャンヌ・ダルク、またはロメ 佐藤　賢一
１ポンドの悲しみ 石田　衣良
水底の森 柴田よしき
代行返上 幸田　真音
残虐記 桐野　夏生
卒業 重松　清
不運な女神 唯川　恵
夜の電話のあなたの声は 藤堂志津子
見えないドアと鶴の空 白石　一文
虹の生涯　上・下 森村　誠一
ジェシカが駆け抜けた七年間について

歌野　昌午
香乱記　中・下 宮城谷昌光

第130回直木賞受賞作
『号泣する準備はできていた』 江國　香織
　様々な恋愛の破局に直面した戸惑いなど女性た
ちの繊細な心模様を描く短編集。
『後巷説百物語』 京極　夏彦
　妖怪仕掛けを操って裏の事件を解決する一味の
活躍を、江戸から明治を背景に描くミステリー。

ブックリンピック参加者募集
　今年も３月16日（火）～５月27日（木）まで、
小学生以下を対象に開催します。
　たくさんの応募をお願いします。

子ども映画会

（50分）
と　き　３月21日（日）10時～／13時30分～
ところ　視聴覚室
内　容　“ワンピース”を探して航海を続ける
ルフィたちは、少年トビオに出会い、大海賊・
ウーナンが黄金を隠したとつたえられる伝説の
島に向かう…
　黄金の島を舞台に宝探しが始まる！！

新譜到着
最新テレビまんが大行進ドラえもん
輝煌～Shining　Energy～ 女子十二楽坊
Ｎ ＺＯＮＥ
Primary　colors　　　　　　day　after　tomorrow
蜜 柴咲コウ
ONE×ONE CHEMISTRY
VISITORS　20th　Anniversary　Edition

佐野　元春
メロウ メイヤ

古い雑誌をお譲りします
　「主婦の友」「美しい部屋」「レタスクラブ」
など図書館で不用になった雑誌（平成13年刊）を
無料でお譲りします。
　興味のある本がある方はどうぞ遠慮なくお持ち
帰りください。

第130回芥川賞受賞作
『蛇にピアス』 金原ひとみ
　19歳のフリーターのヒロインが舌にピアスを入
れるなど身体改造に没入し、生の実感を得ようと
する。
『蹴りたい背中』 綿矢　りさ
　高校１年生のクラスからはみ出したヒロインと
同級生のオタクの男子生徒との付き合いを、ユー
モアで描く。

い　ら

こうだ まいん

なつお

ゆいかわ けい

うたの しょうご

みやぎたに

えくに

きょうごく

シャイニング エネルギー じょしじゅうにがくぼう

エヌ ゾーン

プライマリ カラーズ デイ アフター トゥモロー

しばさき

ワン ワン ケミストリー

ヴィジターズ トゥエンティス アニバーサリー エディション

みなさんは、何冊の本を読みましたか？

のちのこうせつ

かねはら

わたや
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お子さんの写真大募集！
　町内在住で「平成10年４月２日～平成11年４月１日生まれ」の
お子さんを募集します。
　このコーナーをきっかけに、お子さんや保護者、地域の方々の交流が広がるこ
とを願っています。たくさんのご応募をお待ちしております。
　ご応募いただいた写真は広報５月号に掲載します。

新コーナースタート
「キラリ☆輝く徳地っ子」
（５月号より掲載）

応募方法
　写真の裏に、お子さんの氏名、ふりがな、性別、生年月日、
自治会名、連絡先を明記の上、徳地町役場まで郵送又は持参し
てください。なお、写真は返送いたしません。ご了承ください。
※写真をお持ちでない方は、役場で撮影も行います。
（第１回撮影日：３月24・25日　13時～17時　総務課にお越
　しください。４月以降も毎月、撮影日を設定します。）

応募締切　４月12日（月）必着
申し込み・問い合わせ
〒747-0292
　徳地町役場　総務課調査広報係　152-1112（有）2251

広報に掲載する内容

☆氏名（ふりがな）
☆性別
☆自治会名

※写真は、お子さんの頭が写真の
　縁より出ないようお願いします。

☆写真

　
第
五
十
六
回
　
　
宮
崎
笑
桂
子
選

　

原
田
サ
ヱ
子

余
生
な
ん
て
思
い
た
く
な
し
初
鏡

重
本
　
正
樹

か
じ
か
ん
だ
お
手
々
に
マ
マ
の
魔
法
か
な

宇
佐
川
ミ
サ
オ

年
賀
状
当
り
く
じ
な
し
西
茜

金
子
　
俊
子

七
十
路
き
て
こ
と
さ
ら
嬉
し
雛
ま
つ
り

中
田
阿
木
与
志

春
立
つ
や
土
竜
地
球
を
盛
り
上
げ
る

原
田
サ
ワ
エ

幸
を
ふ
う
ふ
う
吹
い
て
な
づ
な
粥

　
第
百
七
十
八
回
　
　
山
下
　
清
司
選

藤
井
　
和
子

濃
き
霧
の
除
々
に
晴
れ
ゆ
く
篁
に
目

覚
め
し
鳥
の
動
く
気
配
す原

田
　
沢
江

佐
波
川
の
霧
の
う
ち
よ
り
現
れ
て
生

ま
る
る
ご
と
く
鴨
の
か
げ
い
づ

原
田
　
　
子

西
穂
高
登
り
極
め
て
息
を
つ
く
ガ
ス

の
晴
る
る
を
待
て
る
暫
く有

近
　
愛
子

ほ
の
白
く
街
灯
を
つ
つ
む
霧
の
中
我

は
通
院
の
バ
ス
停
に
立
つ

た
か
む
ら

し
ま
ら

中学校統合説明会を開催します
　教育委員会では、平成18年４月１日をめどに、中学校を１校に統合する準備を進めて
います。これまで、中学生の保護者及び小学生と未就学児保護者を対象に説明会を開催し
てまいりました。この度は、地域の方全員を対象に下記のとおり説明会を開催いたします
ので、ご参集いただきますようお願いします。

日　時
３月18日（木）19時30分～
３月22日（月）19時30分～
３月23日（火）19時30分～
３月24日（水）19時30分～
３月25日（木）19時30分～

場　所
八坂公民館
島地公民館
柚野中学校
串公民館
山村開発センター

地　区
八　坂
島　地
柚　野
串
出　雲
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記

集

後

編

４月１日は「表示登記の日」

　山口県土地家屋調査士会では「表
示登記の日」に表示登記に関する
無料相談を行います。
とき・ところ
　４月１日（木）　９時～15時
　　土地家屋調査士協会防府支部
　　（防府市寿町１-19）
相談内容
　土地：分筆・合筆・地目変更等
　建物：新築・増築・滅失・分割等
問い合わせ
　山口県土地家屋調査士会
　　　　　　1083-922-5975
　

平成16年度
　　　　社会人入学生募集

　山口短期大学では「地域に開か
れた短期大学」を実現するため、
社会人入学生を募集しています。
募集人員　電子情報学科　25人
学　費
半額免除：リカレント教育として
　免許・資格を取得希望する者
全額免除：生涯学習として受講す
　る者
出願期限　３月29日（月）
※手続き等詳しくはお問い合わせ
ください。
申し込み・問い合わせ
　山口短期大学学生部入試係
　　　　　　　　　 132-0138
http://www.yamaguchi-jc.ac.jp/

予備自衛官補募集

■応募資格
□一般公募　自衛隊未経験者で18
　歳以上34歳未満の者
□技能公募　自衛隊未経験者で18
　歳以上で保有する技能に応じて
　54歳未満の者
■受付期限　４月９日（金）
■試験期日
　４月17日～19日のいずれか１日
■試験科目
　筆記・口述試験、適性・身体検査
■教育訓練日数
□一般公募　３年以内に50日
□技能公募　２年以内に10日
※教育訓練招集手当として日額　
　7,900円を支給します。
■問い合わせ
　自衛隊山口募集案内所
　　　　　　1083-925-8231
　役場町民課生活環境係
　　　　152-1113（有）2331
　

不動産の無料相談会

と　き　４月４日（日）10時～16時
ところ　山口市民会館
内　容　不動産に関する適正な価
　格、地代・家賃の決め方や売買、
　賃貸、相続等に関する相談に不
　動産鑑定士・税理士・司法書士
　がお答えします。
問い合わせ
（社）山口県不動産鑑定士協会
　　　　　　1083-973-1051

国家公務員採用試験

■大学卒業程度
□第１次試験
㈰国家公務員㈵種：５月２日
㈪国税専門官：６月13日
㈫労働基準監督官：６月13日
㈬国家公務員㈼種：６月20日
㈭法務教官：６月13日
㈮航空管制官：９月26日
□受付期間（申込用紙配布開始日）
㈰４月１日～８日
㈪㈫㈭４月１日～16日
㈬４月14日～23日（㈰～㈭配布中）
㈮７月20日～８月３日（６月16日）
■高等学校卒業程度
□第１次試験
㈰国家公務員㈽種：９月５日
㈪刑務官：９月19日
㈫入国警備官：９月26日
㈬皇宮護衛官：９月26日
㈭航空保安大学校学生：９月26日
㈮海上保安学校学生（特別）：
　　　　　　　　　　　　５月23日
㈯海上保安学校学生：９月26日
㉀海上保安大学校学生：
　　　　　　　　　10月30・31日
㈷気象大学校学生：10月30・31日
□受付期間（申込用紙配布開始日）
㈰６月22日～29日（５月10日）
㈪～㈭㈯７月20日～８月３日
　　　　　　　　　（６月16日）
㈮４月１日～９日（３月15日）
㉀㈷８月26日～９月７日
　　　　　　　　　（６月16日）
■問い合わせ・申込用紙請求
〒730-0012
　広島市中区上八丁堀６-30
　　　　　　 1082-228-1183
http://homepage2.nifty.com/ji
nji-cgk/

　

２
月
３
日
、
上
村
保
育
所
で

豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
は
、
鬼
に
負
け
な
い
よ

う
に
「
鬼
は
外
」
の
歌
を
元
気

な
声
で
歌
い
ま
し
た
。

　

そ
の
直
後
、
「
悪
い
子
は
お

ら
ん
か
〜
」
と
叫
び
な
が
ら
金

棒
を
振
り
か
ざ
し
た
恐
い
鬼
が

２
匹
近
寄
っ
て
き
ま
し
た
。
先

ほ
ど
ま
で
の
笑
顔
は
一
変
し
、

真
剣
な
顔
つ
き
に
な
っ
た
園
児

は
、
一
斉
に
「
鬼
は
外
！
」
の

大
合
唱
で
豆
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。

　

誰
一
人
泣
か
ず
立
ち
向
か
っ

て
く
る
園
児
に
、
鬼
は
た
ま
ら

ず
降
参
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に

退
散
し
て
い
き
ま
し
た
。
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20
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8
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木
金

土
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大
原
湖
さ
く
ら
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
参
加
者
募
集

日
　
時
　
４
月
18
日
（
日
）
雨
天
決
行

場
　
所
　
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
大
原
湖
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

申
し
込
み
期
限
　
３
月
21
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
　
徳
地
町
観
光
協
会
　
15
2-
17
37

○
福
祉
総
合
相
談

（
交
通
事
故
）

（
町
社
協
9:
00
～
12
:0
0）

○
前
田
産
業
（
株
）

○
福
祉
総
合
相
談

（
法
律
・
人
権
）

（
町
社
協
9:
00
～
12
:0
0）

○
福
祉
総
合
相
談

（
登
記
・
相
続
）

（
町
社
協
9:
00
～
12
:0
0）

○
い
き
い
き
健
康
教
室

（
実
践
編
）

（
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
9:
30
～
14
:0
0）

○
福
祉
総
合
相
談

（
福
祉
・
一
般
）

（
町
社
協
9:
00
～
12
:0
0）

○
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
・
猫

　
の
引
き
取
り（
本
庁
・
島

　
地
支
所
・
八
坂
支
所
8:
30

　
ま
で
）

　
　
○
健
康
体
操

（
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
10
:0
0～
12
:0
0）

○
や
す
ら
ぎ
の
会

（
あ
っ
た
か
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
9:3
0～
11
:00
）

○
天
満
石
油

○
福
祉
総
合
相
談

（
介
護
・
看
護
）

（
町
社
協
9:
00
～
12
:0
0）

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
13
:3
0～
15
:3
0）

○
（
株
）
土
井
商
会

○
英
語
で
遊
ぼ
う

（
小
さ
い
子
ど
も
ク
ラ
ス
）

（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
11
:0
0～
12
:0
0）

＋
緑
町
三
祐
病
院

　
22
- 3
14
5

＋
秋
本
医
院

　
22
- 5
15
2

＋
桑
陽
病
院

　
23
- 1
78
1

●
行
事
は
予
定
で
す
の
で
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
病
院
名
は
日
曜
、
祝
日
在
宅
医
で
す
。

●
内
科
、
小
児
科
は
日
曜
・
祝
日
と
も
防
府
休
日
診
療
所
12
4-
41
72
で
す
。

●
石
油
店
名
は
日
曜
開
店
ス
タ
ン
ド
で
す
。

　
（
都
合
に
よ
り
閉
店
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
）

＋
木
村
整
形
外
科

　
38
- 1
18
1

＋
岡
村
医
院

　
22
- 5
75
6

●
町
税
は
安
心
・
便
利
な
「
口
座
振
替
」
で
！

※
福
祉
総
合
相
談
　
３
月
11
日
（
交
通
事
故
）
、
３
月
16
日（
法
律
・
人
権
）
、
３
月
18
日
（
登
記
・

相
続
）
、
４
月
６
日
（
介
護
・
看
護
）
に
つ
い
て
は
専
門
家
が
お
答
え
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
　
徳
地
町
社
会
福
祉
協
議
会
15
2-
01
00
（
有）
22
35

あ
っ
た
か
テ
レ
フ
ォ
ン
　
10
90
- 5
26
3-
86
40

春
分
の
日

○
八
栄
石
油
（
株
）

○
子
ど
も
映
画
会

「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」（
50
分
）

（
図
書
館
10
:00
～
/1
3:3
0）
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